























































































































































































































































































































































































）経済学において，効用 とは，各個人が消費によって得 る主観的を満足感であ る
とされる。今井賢一，宇沢弘文，小宮隆太郎，根岸隆，村上泰亮著『現代経済
学 価格理論IJ 岩波書店,1971 年,p.396
）詳しくは拙稿参照。「消費者行動にたいする所得の影響 一時間－」経営論集（束
洋大学）,第33号,1989 年3 月,pp.18-207
）しかし，下級財 と呼ば れるようないくつかの財は，逆 に量を減 らさ れたり，あ
るいぱ全く消費（購入）ぎれなくなったりする可能性 もある。したがって，消
費にたいする所得の影響を考慮するとき，所得の増大（減少）の影響は全七の

















会理論 と社会構造』みすず書房,1961 年,pp.258-259 ）13
）MartinFishbein,AjzenIcek,Belief,Attitude,Intention,andBehavior ；AnIntroductiontoTheoryandResearch,Addison-WesleyPublishingCompany,Inc.,1975,p.3O61







）自身が，過去 に所属していた集団 も準拠集団であるが，個 人は家族，友人，仝







































バG. マクラッケン著，小池和子訳［文化 と消費 とシンボル と］勁
28 ）29
）
所得の社会的機能と消費者行動139
草書房,1990 年）
ヴェブレン√前掲訳書，pp.102-103
アトキンソンは，次のことを論証かつ実証している。達成傾向は，成功（失敗）
への動機，成功（失敗）の期待 もしくぱ確率，成功の誘因価（またぱ失敗の負
の誘因価）の関数である。そして，一般に人は困難度が中程度の課題を選択す
る傾向があ る。DavidE.Rumelhart,HumanInformationProcessing,JohnWiley&sons,1977
（御領謙訳『人間の情報処理 一新しい認知心理学へのいざないー』サイエ
ン ス社，昭和54年,pp.187-190 ）
林保編著『達成動機の理論 と実際』誠信書房，昭和42年,pp.69-75
30） マクラッケン，前掲 訳書,p.161
